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笛
丹
商
況
’
ふ
石
谷
。
に
Ｖ
Ｏ
５
つ
で

　
　
　
　
　
　

釧
路
堆
万
腎
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
■
|
？
４
.
'
上
田

　

弘

　

先
Ｅ
（
四
曰
）
の
総
会
で
、
再
び
釧
路
地
万
腎

友
会
の
会
畏
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
石
昆
１
λ
の
に
ぶ
り
に
よ
っ
て
、
医
療
・
福
祉

制
度
の
現
状
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
活
動
ぷ
取

o
組
み
た
い
と
思
い
I
:
'
｡
5
K

　

本
来
な
ら
ぱ
、
ど
な
た
か
副
会
長
の
方
が
会
長

に
な
コ
ｋ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
＆
ｒ
｝
だ
が
、
あ

い
に
く
そ
の
劣
つ
に
は
な
ら
ず
、
私
か
再
度
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
役
員
改
選
の
時
に
は
｛
疸
力
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
ｓ
絡
頁
さ
ん
が
、
腎
友
会
の
活
動
内
容
を

　

『
幅
広
く
』
知
っ
て
い
る
も
の
の
'
　
　
　
ｒ
奥
探
ぐ
i
l

承
知
し
て
い
な
い
ご
こ
い
う
事
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
今
年
は
役
□
の
業
侈
Ｉ
担
を
決
め
、

分
担
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
責
任
t
Ｖ
Ｋ
ｐ
つ
て

実
行
し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
オ
。

門
を
、
次
の
よ
う
に
分
笛
じ
ま
し
た
。

　

長
岡
副
会
長
に
は
、
居
間
紙
と
物
品
の
調
達
を

担
肖
し
て
も
ら
い
、
編
集
部
の
皆
さ
ん
と
伽
刀
し

な
が
ら
、
内
容
の
あ
る
、
ま
た
皆
き
ん
が
楽
し
め

る
「
た
ん
ち
ょ
う
」
の
作
成
窯
但
ｊ
し
て
・
し
ら
い

ま
す
。

　

掛
弘
剛
会
長
に
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

各
種
な
り
の
計
画
と
実
行
を
分
但
し
て
む
ら
い
『

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
行
事
を
・
７
爾
・
ま
心
打
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

・
か
’
皿
腎
分
ぺ
う
り
抄
言
い
勁
｝
貼
イ
み
ご

い
か
と
思
い
き
・
へ

ｊ

　

し
か
し
'
　
I
の
よ
つ
に
答
部
門
の
Ｉ
０
　
若
な
焼

め
て
も
、
他
の
ぶ
門
を
．
関
川
し
ご
い
”
と
い
う

μ
で
は
な
く
ご
図
づ
才
一
ぶ
門
に
債
咽
的
に
協
力

し
て
下
さ
い
、

　

前
回
の
．
た
ん
ち
Ｆ
こ
こ
に
ポ
μ
ヴ
公
肝
の

泣
上
げ
を
皿
討
し
て
い
私
心
・
・
’
乱
‥
う
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
｛
・
季
か
．

　

私
目
身
、
邑
々
な
号
辻
が
交
錯
し
、
判
断
し
か

　

竹
内
剛
会
長
に
叫
、
腎
友
会
の
立
場
で
雛
瑞

　

ね
て
い
ま
す
。

連
な
ど
他
患
煮
団
体
の
会
議
一
行
苓
に
夢
加
し
て

　
　

・
若
馥
祠
を
運
営
す
る
に
は
、
ｙ
ジ
。
。
し
て
も
資
・
忿

も
ら
い
ま
す
。

　

金
非
副
会
長
に
は
、
市
役
所
・
保
健
所
な
ど
の

行
政
機
関
に
対
す
る
対
応
を
お
願
い
し
、
岫
助
金

・
通
院
交
通
費
な
ど
行
政
の
対
応
ぞ
担
ｊ
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　

木
村
副
会
長
に
は
公
雌
６
理
、
す
｛
石
ち
透
析

思
者
さ
ん
の
仙
而
を
確
認
し
、
組
織
状
況
を
把
握

し
て
も
ら
い
ま
す
、

　

以
上
の
よ
う
に
。
各
剛
令
輿
の
責
任
を
も
つ
業

が
必
娶
で
ふ
る
．
ヒ
り
’
‐
以
面
、
盲
い
・
の
中
に
は

生
活
状
心
し
色
々
と
恪
胆
か
あ
り
、
年
・
六
百
円

心
増
額
に
し
苦
応
す
る
右
り
い
る
、
な
ど
の
実
悪

か
こ
苫
悩
し
て
い
ま
す
．

　

令
夥
陪
も
迎
当
に
管
即
を
槌
案
し
て
い
る
と

思
か
ｙ
い
が
．
一
ぷ
ぶ
］
れ
ひ
珀
碍
り
・
・
ヽ
沁
料
の
提

出
か‐

‐
一
型
ｊ

飛
り
そ
れ
に
に
ゴ
阿
問
し
た
い
ヒ
思
い

・
’
ズ
ー
か
、
各
趾
ｏ
古
さ
ん
力
溺
町
屋
ご
忘
―
を

務
を
決
め
、
担
当
部
門
を
蜘
り
下
げ
て
内
容
を
知

　

仏
力
と
こ
ろ
’
、
お
ら
え
ド
さ
い

っ
て
も
ら
い
ま
す
．

　

会
長
・
事
務
混
婬
は
、
腎
友
会
全
休
に
つ
い
て

　
　

こ
の
ぶ
つ
に
、
多
く
の
～
か
各
業
祐
を
分
担
す

掌
握
し
ま
す
が
．
’
．
－
‐
酋
長
に
は
麓
任
ふ
ら
つ
部

　

る
こ
と
に
よ
り
．
没
丿
刀
谷
回
・
’
ス
÷
Ｉ
ス
」
づ



道
腎
協

　
　
　

●

総
会
報
告

※
全
腎
腸
琲
百
徹
吝
の
中
か
ら

Ｉ
、
来
年
度
の
全
腎
協
総
会
は
、
見
残
県
の
松
山

　

市
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
聚
ざ
れ
た
。

２
、
底
面
著
（
九
十
一
才
）
の
透
析
庫
入
に
つ
い

　

て
、
レ
セ
プ
ト
審
査
の
段
階
で
、
透
析
治
準
一
ｔ

　

保
険
で
の
支
払
い
に
、
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
事

　

例
が
あ
っ
た
。

３
、
檀
尿
病
か
ら
透
析
に
移
行
さ
れ
器
恵
者
さ
ん

　

が
最
近
多
く
な
り
、
目
の
不
白
函
な
会
員
が
増

　

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
ご
ア
ー
ブ
に
よ
る
機
関

　

栃
茜
竹
の
要
望
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。

４
、
糖
尿
病
か
ら
導
入
さ
れ
た
思
者
さ
ん
は
、
各

　

種
捨
萱
デ
ー
タ
が
低
い
た
め
、
陣
害
年
金
を
受

　

給
で
支
み
‘
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
？
Ｒ

５
、
各
都
道
府
県
で
の
事
案
で
あ
る
、
障
害
者
の

　

灰
療
茸
叩
両
制
度
が
、
他
県
で
廃
止
さ
れ
て
い

　

る
。
こ
の
原
止
に
よ
り
、
各
患
者
さ
ん
は
毎
月

　

一
万
…
［
‥
の
自
己
筥
但
を
し
て
い
る
。
（
滋
賀
県
）

Λ
参
考
Ｖ
・

　
　

こ
の
よ
ｉ
な
こ
と
は
ご
あ
北
族
廻
で
も
い

　

つ
実
聴
さ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
ご
ぶ
た
、
『

　

見
直
す
』
と
い
っ
て
ご
霧
芯
制
限
粂
項
を
、

　

付
け
加
え
又
浴
ｙ
と
心
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

北
海
道
で
一
昨
年
、
特
定
疾
患
で
あ
る
『
後

　

縦
刺
帯
骨
化
ぎ
ま
含
’
一
、
強
行
に
、
医
原
費

　

問
に
ノ
言
以
問
っ
て
い
尽
実
感
が
あ
る
。

　
　

後
脚
刺
帯
骨
化
症
の
忌
者
さ
ん
は
、
年
三
万

　

円
の
医
療
費
に
対
し
て
、
透
祈
患
者
さ
ん
は
年

　

六
百
万
円
も
か
か
っ
て
い
る
ご
』
れ
は
、
腎
臓

　

病
患
者
に
は
腎
友
会
と
い
う
、
し
っ
か
り
し
た

　

組
禍
ひ
あ
る
か
ら
で
、
讃
詞
の
力
が
大
切
な
こ

　

ｙ
ｉ
、
意
味
し
て
い
ま
す
。

６
、
コ
ー
デ
ネ
イ
タ
ー
（
衣
猿
凌
器
羊
助
け
す
る

　

人
）
の
制
度
は
、
尽
埃
り
本
に
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
（
米
国
に
は
あ
る
）
、
今
咬
、
罪
休
欧
貝
移

　

植
を
楷
速
す
ろ
為
に
は
、
こ
の
コ
Ｌ
ア
ネ
イ
タ

　

ー
制
度
の
沢
耶
が
悟
要
に
な
っ
て
い
ま
す
、

>
ｙ
-
遊
腎
陥
運
鸞
洒
司
会
の
中
か
ら

１
、
障
Ｗ
者
の
避
ｎ
６
採
用
は
。
昭
和
五
十
六
年

　

か
ら
剛
和
六
十
二
年
ま
で
に
、
刄
十
二
名
が
採

　

用
さ
れ
て
い
る
。
（
ヽ
つ
ち
昭
和
六
十
二
年
は
三

　

名
）
。

　
　

ま
た
、
澄
鴫
ａ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
以
降
に
、

　

障
害
者
ｙ
を
つ
た
人
が
、
四
十
名
も
い
る
劣
っ

　

で
す
。

２
、
千
歳
で
透
析
ｔ
宣
け
て
い
石
患
者
さ
ん
方
は
、

　

現
在
、
苫
小
牧
地
区
に
加
盟
し
て
い
る
が
、
独

　

立
し
た
い
申
し
…
｝
…
矛
あ
り
、
千
歳
と
恵
庭
を
含

　

め
て
、
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
承
認
す
る

　

ぷ
っ
池
沢
し
て
い
る
、

　
　

現
在
、
苫
小
牧
の
｀
盲
詞
は
百
四
名
で
、
そ
の

　

内
、
十
四
名
が
千
歳
の
患
者
で
す
丿
丁
歳
の
患

　

者
は
三
十
名
お
り
、
独
立
さ
れ
れ
ば
、
十
名
は

　

ド
迢
加
加
入
す
る
回
詣
一
し
で
あ
る
。

３
、
ス
パ
イ
ク
規
腿
の
論
漬
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

障
害
者
を
、
こ
の
規
制
か
ら
除
外
し
て
も
ら
つ

　

ぶ
つ
ノ
・
戻
．
Ｉ
‐
ヤ
こ
’
・
ム
旨
ふ
。
質
問
状
が
遭

　

腎
陥
に
届
い
・
て
ぃ
一
一
て
・
ｊ

　
　

遊
町
随
・
’
・
ニ
ミ
こ
・
Ｉ
に
・
Ｉ
ら
さ
九
な
が
ら

　

通
院
し
て
ｙ
つ
檀
ふ
Ｉ
・
い
回
答
ご
、
関
係
機

　

関
に
訴
え
、
て
に
、
ｒ
ク
辺
祠
か
ら
、
障
害
者
が

　

除
外
き
れ
る
ミ
ノ
ノ
ー
・
み
り
ご
行
う
こ
と
に

　

し
た
。

つ

ー



※
遵
腎
協
総
会
時
の
来
頁
悟
一
一
。
の
か
ら

●
大
偏
晃
・
‐
道
話

１
、
身
障
者
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
蓬
貝
の
割
引
適
用
に

　

つ
い
て
は
、
五
耳
十
日
、
Ｊ
Ｒ
公
社
は
近
ぐ
運

　

輸
省
に
認
可
４
命
Ｆ
矛
そ
犯
込
み
で
す
。

　

運
輸
省
ｒ
）
前
向
き
を
姿
勢
で
あ
り
、
’
今
年
度
中

　

に
実
琴
公
公
百
窪
し
で
あ
る
。

　
　

（
別
紙
・
新
興
ぷ
畢
参
照
）

Λ
注
Ｖ

　

。
現
在
は
ま
だ
割
り
引
Ｉ
き
れ
な
い
の
で
洋
意

　

し
て
下
さ
い
。

額
自
己
負
担
に
な
っ
て
い
る
．

●
漬
水
清
―
医
座
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ー
、
瞥
摘
病
の
会
は
、
非
常
に
立
派
な
組
織
で
あ

　

り
、
原
れ
た
剛
応
で
あ
る
。

２
、
皆
さ
ん
は
、
現
在
珊
気
に
か
か
っ
て
い
み
患

　

者
の
た
め
に
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
増
・
え
て

　

く
る
患
者
の
た
め
に
も
碩
張
っ
て
ほ
し
い
。

３
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
の

　

什
事
は
、
病
暁
に
お
け
る
患
者
に
対
す
灸
揚
祉

　

閤
ぼ
劣
お
世
ｌ
ｙ
子
ろ
こ
と
で
す
。

２
、
昨
年
釆
、
道
腎
協
で
陳
情
し
て
い
た
、
透
析

　

４
、
Ｍ
ｓ
ｗ
の
資
格
に
つ
い
て
、
国
に
法
制
化
を

　

施
設
の
問
題
に
つ
い
て
は
．
芦
Ｗ
病
院
の
江
差

　
　

要
望
し
て
い
な
か
、
何
年
を
収
れ
て
い
た
．
し

　

な
ど
は
道
な
ど
器
丹
鷹
罵
誦
し
て
い
き
た
い
0

　
　

中
拷
津
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
所
鶯
か
中
簒

　

津
町
な
の
で
、
道
の
μ
附
で
は
あ
ま
り
関
知
で

　

ｔ
な
い
の
が
実
態
で
す
。

３
、
消
霖
祝
は
、
孝
今
障
害
者
・
患
者
な
ど
、

　

弱
者
に
非
驚
に
厳
し
い
制
度
で
あ
り
、
共
産
党

　

と
し
て
は
、
反
対
の
ウ
場
で
読
卯
征
列
を
し
て

　

い
る
。

４
、
政
府
は
近
り
７
り
、
灰
昭
一
の
大
改
革
を
行
い
、

　

鳥
医
療
・
誦
～
－
―
友
の
・
改
戸
ど
貯
え
て
ヅ
ー

５
、
国
民
鑓
護
保
険
科
の
滞
酒
者
に
低
徊
誂
明
方

　

を
出
し
、
椚
院
言
の
Ｉ
照
院
号
二
心
兄
俘
が
全

　

か
し
、
近
ぐ
法
制
ル
汐
実
現
さ
れ
る
見
巡
し
で

　

あ
る
。

５
、
逗
内
で
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
配
直
は
非
常
に
少
な
く
、

　

雀
丙
各
地
の
病
院
で
Ｍ
Ｓ
Ｗ
を
置
け
る
ぶ
７
な

　

環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

Λ
注
Ｖ

　
　

昨
年
、
北
海
道
難
病
遅
で
は
、
草
内
各
地
の

　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
を
設
置
Ｕ
て
い
な
い
公
か
両
院
に
た
い

　

し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
を
■
＄
M
す
る
ぶ
っ
夢
壁
書
を
提

　

出
”
て
い
る
。
。
）

６
、
惣
海
部
門
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
も
い
て
、
北
海
適
に
は

　

い
な
い
か
、
鴬
知
県
な
ど
に
は
資
格
者
が
働
い

て
い
る
、

●
三
森
礼
子

　

・
・
七
４
Ｉ
拙
収
代
表
珂
事

―
、
今
期
よ
り
ご
い
．
・
よ
．
な
め
心
遺
腎
陥
の
岩

　

崎
心
鴛
Ｇ
．
え
・
り
丿

　

Ｉ
～
１
の
代
表
理
事
に

　

就
任
レ
た

２
．
岩
崎
翁
行
に
俘
．
引
・
・
・
帽
～
乱
に
時
代
に
、
代

　

表
理
事
ざ
努
・
］
い
言
言
・
九
優
秀
な
手
腕
に

　

よ
り
、
普
問
を
鮮
決
し
て
き
た
こ
と
に
、
厚
く

　

’
誕
晏
ｙ
≒
に
ま
で
．

３
、
難
病
連
の
机
町
に
、
部
令
に
よ
っ
て
バ
ラ
ッ

　

キ
が
多
く
、
こ
ぶ
Ｍ
徊
阿
萌
・
’
．
’
に
．
世
内
で
一

　

番
組
戮
人
歌
Ｉ
ご
活
心
一
弘
非
常
に
活
発
で

　

あ
る
、

４
．
現
在
の
脳
病
直
は
、
低
動
の
禍
か
広
く
、
結

　

成
初
鯖
Ｔ
穴
ぷ
．
八
し
い
時
祠
と
な
・
つ
て
い
ｆ
Ｉ

ｊ



塀日

　

･89.5. 3

｜

心
臓
病
な
ど
2
9
万
人
対
象
近く認可申請

　

心
m
じ
ん
以
、
呼
吸
乱
な
ど
に
鰍
治
為
つ
、
い
わ
ゆ
る
『
内
部
｀
一
男
さ
約
二
十
九
万
人
に
'

i
k
し
、
Ｊ
Ｒ
Ｑ
‐
ぷ
Ｉ
叫
一
‥
‐
‐
Ξ
。
ど
Ｆ
客
一
八

社
は
、
ｓ
ｈ
な
ど
を
７
．
４
に
ず
る
召
引
W
M
ス
タ
ー
ト
さ
せ
■
Ｑ
v
}
と
に
し
た
。
咄
幟
庫
１
く
コ
可
ａ
哨
す
る
。
ａ
ぱ
’
ぶ
自
略
々
‐
‐
で
ぺ
隠
兌

ｆ
ｉ
Ｓ
^
Ｋ
･
Ｓ
-
.
i
S
n
士
　
　
万
人
に
つ
い
て
は
、
約
四
十
球
河
か
ら
剛
引
さ
れ
て
お
り
、
内
部
Ｍ
Ｗ
ｙ
Ｍ
皿
は
周
知
の
取
り
班
い
を
攻
の
幻
二
十
年
i
£

か
ら
政
駒
ふ
Ｉ
．
励
け
て
さ
た
ぷ
以
者
は
『
m
に
う
れ
し
い
s
$
｡
1
i
(
^
Ｓ
Ｒ
ｉ
<
!
l
社
に
も
ぼ
が
っ
て
ほ
し
…
)
　
(
≪
ｓ
m
-
ｓ
ｇ
･
；
'
３
!
!
£
の
子
供
を
９

ゐ
’
″
８
と
大
燃
で
て
い
'
■
■
ｒ

　

対
取
は
、
心
雌
、
じ
ん
賦
、
啄
啖
降
当
が
ゐ
り
、
身
ａ
ａ
t
i
n
!
?
３
ｓ
a
i
ｓ
<
け
'
＊
ｉ
!
ｇ
Ｓ
＊
≪
3
f
＊
l
X
付
さ
宣
い
一
昶
身
Ｑ
４
ご
ぷ
Ｑ
的
植
い
ニ

雛
、
ほ
う
こ
う
ま
た
は
庫
岡
、
小
３
ｙ
　
ｙ
i
≪
ｐ
い
て
、
了
四
ａ
の
ｇ
ｌ

一
れ
て
い
る
人
た
ち
ぷ
罰
ａ
障
害
の

一
m
m
n
分
r
-
①
一
環
の
人
が
介

J･約,こ・!も陣対泌者

　

゛’と誌’
顛四回弱鏃1惣

お|交がg旁回別訴慧

　　

゛
馳に難滋川頴Ξ１

｜再喰zRお

IJ§11

eｙ□麗穿?if mtm m ta　　‘　。
･'･,l'*l,,≫"･･･"%･ll"(･･t゛゛･is"‰,l°'*＼^"li,l‘･･ul･≒｡.1'

20年余の゛願い｡

ＪＲ気受け入れ
卜itiHr“III･11･゛･l･i|l"U*が゛ｕが゛ｋｊ心ｉ匈I｡f･SS1･･l㎡

は
昭
ｅ
二
十
五
年
か
ら
≪
Ｓ
!
i
;
れ

て
い
る
が
、
適
用
別
象
と
な
。
て

い
る
の
は
、
柵
陳
嗇
の
う
５
視
妃

兌
や
ざ
紹
、
平
葡
概
哺
の
曝
吝
、

肢
体
不
自
由
の
障
害
が
あ
り
、
ａ
t

障
き
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
令
。
コ
で
約
二
百
十
二
万
〈
。

　

し
か
し
、
心
i
T
　
ｄ
ん
ａ
'
ａ
-

m
な
ど
の
機
施
障
嗇
に
Ｚ
し
む

内
Ｍ
｀
一
励
獅
知
者
は
、
昭
昭
四
十

二
年
以
降
、
舅
忙
障
Ｉ
者
。
４
祉
吹

抑
、
<
^
!
ｔ
５
t
:
:
?
-
l
!
'
-
う
泌
ぞ
一
応
ぞ

ぽ
に
贈
’
諮
に
片
眸
μ
じ
は
弓

ゐ
'
Ｘ
-
ｚ
＾
'
　
-
ｆ
-
Ｓ
!
!
の
’
Ｕ
＼
Ｗ
'
＼
y

黎
ぬ
に
Ｔ
づ
石
ソ
ご
吼
る
、
次
回
．
武
恥
膏
れ
て
ぃ
:
ｖ
"

障
多
づ
匈
自
動
吏
購
入
お
■

　

「
宗
族
で
も
Ｏ
Ｋ
」

'ｙ生省

　

身
体
の
ふ
Ｇ
円
一
人
と
ち
が
『
．
う
９
今
ぷ
度
恐
’
吸
気
後
、
四
μ
．
に

吉
″
ぶ
穴
¨
酋
乱

い
ご
び

っ
ぶ
捗
も

μ
生
絹
は
二
こ
ン
ぶ
ぶ
£
に
Ξ
ぷ
．
函
に
よ
る
と
、
夕
余
４
‐
戦

遜
ｆ
・
心
こ
と
．
．
…
…
…
…
－
ｇ
｝
｀
‘
町
’
【

に
辿
赳
し
た
『
ノ
‘
．
ご
’
辺
応
は
Ｊ

．
石

Ｈ
人
だ
け
芒
．
作
敲
資
対
‘
影
ぷ
体

a
a
n
f
i
i
'
£
？
＊
？
;
＼
の
■
M
l
B

で
、
ま
た
、
竹
｀
・
嘘
．
ｆ
川
ぶ
惣

し
て
い
た
？
{
H
i
｡
i
:
も
'
i
X
：
>
＾
Q
-

外
出
な
ど
日
常
男
哭
｝
一
＆
に
広
げ
．

に
よ
り
ｓ
ａ
ｓ
t
f
-
ｓ
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
現

麗
ま
で
対
破
外
の
ま
ま
。

　

ｔ
'
Ｓ
-
＾
や
そ
の
家
良
ら
は
「
ｎ

じ
ａ
雰
者
な
の
に
、
内
部
壌
郎
だ

け
を
同
門
す
る
の
は
８
か
し
い
」

と
、
ざ
一
司
Ξ
に
わ
た
っ
て
｀
Ｊ
Ｑ

の
ぼ
廿
に
世
雨
を
訴
え
た
。
と
く

に
、
内
ｇ
疾
思
身
障
者
は
咳
｀
匈

ｔ
-
'
i
ｓ
ａ
'
ｔ
ｅ
s
ｓ
が
必
要
又
介
維
暫

k
M
>
0
め
た
通
院
に
必
要
な
交
通
貨

　

－

　
　

－

　
　

－
Ｉ
ｉ
―
Ｉ

叫
佃
訟
白
に

＆
づ
い
て
ゼ
気
。
砥
は
二
百
ぢ
凶

(
二
０
ｃ
こ
泣
下
の
豪
哨
ｔ
そ
ｗ

　
　
　
　
　

・
Ｉ
ｊ

ぷ
吃
・
・
に
万
髪
に
、
１
一
ニ

で
か
7
m
'
　
>
;
^
ｃ
:
*
ａ

f7

1
1
1
1
1
1
f
1
1
1
－

べ
返
併
は
一
〈
ヵ
月
刈
え

自

久
咀
が
溢
く
、
Ｗ
ぺ
な
婆
宋
だ
っ

た
が
、
閤
統
制
は
i
l
H
i
f
J
i
i
.
'
S
I

田
に
疸
杏
し
て
い
た
。

　

そ
の
＆
、
分
利
・
民
営
化
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
名
社
の
恥
肘
状
Ｓ
が
女
定

V
J
し
た
こ
と
か
ら
、
り
陣
冑
略
が

厚
年
叫
厦
申
し
入
れ
を
行
い
、
Ｊ

Ｒ
各
社
で
話
し
合
っ
た
邨
渠
、
内

ぶ
病
患
の
障
帑
古
に
も
皿
哨
す
る

一
り
政
を
決
め
弓

　

割
引
は
、
障
遡
の
り
屁
や
｀
一
岫

な
ど
に
よ
り
咄
か
く
現
疋
巧
れ
て

:
ｉ
≪
ｏ
ｖ
　
m
の
輿
い
人
が
介
擾

竹
と
一
岫
に
４
以
す
る
場
合
、
ａ

涌
｝
４
’
…
外
、
疋
副
、
甘
Ｊ
心
急
斤
外

な
ど
が
介
讃
者
力
も
合
め
￥
糾
と

な
る
。
六
十
二
･
m
に
r
t
m
で

一
f
i
s
ｃ
十
四
万
人
衣
り
が
同
制
度
を

利
用
し
、
割
引
m
i
i
'
ｘ
十
ｍ
円

に
上
っ
て
い
る
。

　

ニ
十
政
年
に
わ
た
っ
て
内
部
民

患
・
Ｍ
陥
考
の
割
引
凶
用
を
。
ぬ
え
肢

け
て
さ
た
「
令
国
心
臓
病
の
子
絨

を
ｆ
Ｑ
貪
」
Ｑ
京
都
千
代
田
区

沁
田
北
乗
物
町
、
五
千
二
百
χ

Ｓ
)
の
梅
岫
園
子
金
嵩
ｊ
）
は

「
弘
た
ち
の
ａ
皿
が
よ
う
や
く
か

な
え
ら
れ
＼
Ｕ
う
れ
し
い
。
障
害

渚
の
９

だ
社
会
ｐ
加
を
進
の
る
う
Ｉ
え
で
、

大
芒
な
助
け
に
な
る
』
と
ａ
し
て
Ｉ

、
・
Ｑ
。

　
　
　
　
　
　

・

４



地
区
連
の
年
間
行
事
予
定

　

箕
月
一
千
五
日
、
釧
路
市
福
催
会
館
に
お
い
て
。

平
成
元
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
行

事
計
胆
・
千
露
・
随
時
Ｍ
等
が
承
認
き
れ
た
。

　

今
年
は
、
全
避
集
会
の
地
方
開
催
年
（
十
勝
）

で
あ
る
た
め
、
多
勢
の
患
者
・
家
礁
か
参
加
す
る

こ
と
と
、
支
部
事
務
所
の
開
設
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
Ａ
>
j
t
ｊ
'
大
奥
な
柱
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
新
規
ぶ
案
と
し
て
は
、
支
部
伶
頁
の
学

習
会
・
管
丙
思
者
の
福
祉
惘
談
会
を
、
初
め
て
開

催
す
＆
こ
と
を
決
定
さ
れ
た
。

　

全
道
集
会
は
、
斉
初
、
窯
闇
で
実
碓
Ｔ
９
↑
定

で
し
た
が
、
婁
閔
恥
ぼ
の
主
要
役
員
が
、
昨
年
死

亡
し
た
た
め
、
沃
扇
翌
匂
不
足
と
い
う
間
係
か
ら
、

急
ぎ
よ
帯
広
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

　

八
月
五
・
六
の
二
日
間
、
十
謄
川
温
泉
を
メ
ー

ン
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
希
望
者
に
は
オ
ブ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
■
≫
*
詳
鴉
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
釧
既
開
催
で
は
、
劣
勢
の
方
が
、
当

地
に
来
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
年
は
、
腎
友
会

で
の
補
助
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
数
多
く
の
方

が
参
加
し
て
ほ
し
い
ら
の
で
す
。

　
　

（
別
記
・
な
ん
れ
ん
夕
ｌ
参
照
）

　

支
部
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
難
男
連
活

動
に
参
加
さ
れ
る
患
者
・
家
族
の
方
が
多
く
な
り
、

そ
の
連
絡
な
ど
非
常
に
苦
労
を
し
、
今
後
の
難
病

連
支
部
粗
紐
の
充
実
と
、
活
勤
の
活
性
か
を
は
か

４
上
で
、
ま
た
、
狸
畢
務
局
に
人
変
迷
戈
ｙ
’
か
け

て
い
る
、
と
い
う
実
態
で
も
あ
・
り
、
早
瑚
実
現
に

向
け
て
、
取
―
組
む
こ
と
に
し
た
。

　
　

（
別
記
・
新
聞
訳
罵
海
照
）

　

そ
の
た
め
に
、
釧
路
支
部
と
し
て
は
、
行
政
機

関
等
に
働
き
か
け
、
支
部
ぶ
政
所
開
設
に
向
け
て

支
部
事
鵬
高
司
の
電
話
・
コ
ピ
ー
・
は
、
す
で
に
用

意
し
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
瓦
、
事
焙
同
連
営
費
を
ね
ん
出
す
る
た
め
、

難
炳
連
の
(
;
■
運
営
碍
が
会
ヤ
ヘ
の
入
会
促
進
や
蓮

め
ま
す
。

　

役
目
学
力
児
二
は
、
支
部
役
員
と
し
て
、
こ
の
地

炳
の
難
病
に
開
す
る
。
一
ｆ
Ｌ
ｙ
等
の
悄
嶺
を
、
最
低

限
で
も
承
知
し
て
お
く
な
啄
で
実
施
す
る
も
の
で
、

講
師
に
は
釧
路
保
健
所
の
方
奮
尤
疋
し
て
い
ま
す
。

　

思
者
祖
談
会
は
、
現

在
の
褐
繊
赳
尽
か
非
常

に
難
し
く
、
福
祉
関
係

の
専
門
家
に
お
願
い
し
、

折
角
あ
る
制
度
を
有
効

沃
用
で
き
る
よ
う
、
地

元
の
思
者
さ
ん
を
対
象

　

に
実
法
子
・
る
も
の
で

　

予
．

～/｀
一

丿

－

り



川閉闇川川目間川同職畦

　　　　　　　　　　　　

盟

　　　　　　　　　　　　

厘

川間間圖賜川朧

　　　　

６日Ｂ音更町立共栄中学校（分科会）

　　　　　　　　

音更町文化センター（全体集会・分科会）

〈参加費用一覧〉
幕１日宿泊費

　　

(期・夕食・レセプション含)

r贈|

以
下
、
項
目
別
Ｅ
程
は
次
の
と
お
り

・
支
部
総
会
・
・
五
月
一
千
五
日
・
・
福
祉
令
艇

・
役
員
m
m
　
■
六
月
十
二
日
・
・
福
陸
会
館

・
全
道
集
会
・
・
八
月
五
・
六
日
・
十
勝
川
温
泉

・
合
同
レ
ク
：
九
月
：
…
阿
寒
休
養
村

・
患
長
録
釜
・
九
月
八
・
九
日
…
ホ
テ
ル

・
支
部
役
員
会
Ｉ
介
：
三
月
：
垣
柾
含
屑

・
役
員
研
修
会
・
三
月
…
…
阿
寒
当
脊

・
機
関
紙
の
発
灯
…
…
…
…
年
二
回

蓄
亘
垂
塁
妻
一
一
芭
蓋
置
蚕
三
語
一

腎
友
会
か
ら
の
役
員

・
支
部
長

　

上
田

・
運
営
委
員

　

竹
内

・
運
富
奢
貝

　

忠
村

弘昇敏
ｂ



【
腎
移
植
を
し
て

－
Ｉ
Ｉ

　

私
は
主
人
の
転
勤
で
、
釧
路

に
き
て
今
年
の
二
月
で
ま
る
四

年
が
た
ち
、
来
た
年
の
昭
和
六

十
年
五
月
に
体
の
不
鋼
Ｆ
続
き
、

林
田
先
生
に
見
て
も
ら
っ
た
の

が
、
私
ど
腎
雄
病
ど
の
戦
い
の
始
ま
り
で
す
。

　

仕
事
し
や
め
自
宅
原
菱
・
食
事
療
法
を
し
、
そ

う
す
れ
ば
必
ず
よ
く
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
糠
饗
デ
ー
タ
ー
は
悪
く
な
ぞ
一
方
、

車
人
む
つ
ら
か
っ
た
し
、
私
自
偏
一
｀
つ
ら
い
毎
日

で
し
た
。
そ
し
て
、
札
幌
で
開
業
し
て
い
る
疋
田

先
生
に
朗
談
し
、
や
は
り
透
析
は
必
要
と
の
こ
と
。

最
悪
の
状
態
で
Ｃ
Ｒ
・
二
十
二
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
・
百
二

十
！
一
干
代
。
貧
血
・
肺
水
腫
の
状
態
で
市
立
病

院
に
即
入
時
過
析
と
い
う
事
に
な
７
子
し
た
。
そ

れ
が
昭
和
六
十
一
年
の
一
月
二
十
二
日
で
す
。

　

腎
臓
ど
は
：
二
個
ゐ
る
の
に
￥
つ
し
て
二
個

と
も
・
・
？

　

と
か
、
ど
っ
し
で
私
が
腎
臓
病
に

・
・
？

　

と
か
ノ
。
了
ｙ
つ
事
は
い
ろ
い
ろ
。

　

し
か
し
、
そ
の
１
Ｊ
の
透
析
の
日
、
ま
や
わ
り
に

は
男
の
人
心

㎞、－Ｊ

侈
楠
歴
二
年
三
ヶ
月

釧
路
市
立
病
院
外
崎
芳
江

　

透
析
歴

し
か
も
と
な
り
の
ベ
ヴ
ト
に
い
た
Ｋ
君
・
：
と

て
も
あ
か
る
い
の
に
び
っ
く
り
。
笑
う
は
、
Ｔ
Ｖ

を
見
て
る
は
、
紀
ぎ
て
食
事
を
と
φ
わ
で
、
元
気

づ
け
ら
れ
、
週
三
回
、
火
・
木
・
土
の
四
時
1
c
l
l

十
分
の
透
析
が
始
ま
り
ま
し
・
べ

　

そ
し
て
、
腎
移
値
に
ま
で
至
っ
た
の
は
、
母
は

私
の
事
で
疋
田
先
生
に
相
談
し
て
い
た
ら
し
く
、

ま
た
透
析
す
＆
私
の
姿
を
見
て
、
自
分
の
腎
臓
ｔ

移
植
し
ふ
っ
と
決
意
し
た
そ
つ
で
す
。
そ
７
し
た

ら
話
は
ど
ん
ど
ｔ
ん
進
み
、
母
・
妹
二
人
は
札
幌
市

立
の
平
野
先
生
の
所
へ
血
液
適
合
検
河
そ
し
て
、

こ
ち
ら
で
は
久
島
先
生
が
私
の
血
涙
ｉ
侍
っ
て
札

幌
ヘ
…
。
結
局
は
一
番
下
の
妹
が
一
番
適
合

が
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
結
婚
じ
て
い
な
い
し
、

母
の
音
蚕
石
あ
っ
て
母
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

六
十
二
年
一
月
末
に
、
市
乱
朽
睨
の
市
川
婦
長

さ
ん
よ
り
霞
話
が
あ
り
「
手
衛
自
が
決
ま
っ
た
よ

…
」
「
二
こ
二
日
で
準
備
し
て
、
北
大
へ
行

き
な
さ
い
に
と
の
こ
と
ご
て
し
て
北
大
へ
入
院
、

次
の
日
に
母
が
入
院
。
北
大
の
先
生
に
云
わ
れ
る

と
お
‐
十
’
る
母
の
姿
が
（
例
え
ば
壬
附
当
日
ま
で

一
竿
二
ヶ
月

は
毎
日
二
千
∝
の
水
を
就
む
こ
レ
な
ど
は
健
簾
な

ほ
に
・
と
コ
ー
・
ば
鮭
廸
今
声
よ
Ｉ
ヽ
：
こ
一
を
心
・
一

命
で
う
れ
し
く
思
う
反
面
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま

し
た
。

　

そ
じ
て
、
六
ト
二
年
二
月
十
六
日
、
Ａ
Ｍ
八
時
。

母
が
先
に
、
誓
九
時
、
私
が
干
雨
気
へ
入
り
ま
し

た
。
尨
一
事
手
術
が
終
わ
り
、
麻
酔
が
さ
Ｉ
め
た
第
一

声
は
、
主
人
の
｛
よ
ご
ツ
苔
か
っ
こ
よ
’
二
回
．
Ｊ

葉
に
一
。
え
っ
・
し
う
終
へ
ツ
。
た
の
・
・
？
’
－
で
し

た
。
手
術
事
聾
ば
そ
ん
か
歳
｝
じ
な
の
で
す
。

　

隻
｀
匯
室
か
ら
次
の
日
は
佃
畑
至
へ
、
一
目
一
日
先

生
た
ち
が
Ｃ
Ｒ
・
Ｂ
Ｕ
Ｎ
等
々
の
デ
ー
タ
ー
を
持

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
機
潤
か
よ
く
な
っ
て
い
る
よ
・

・
と
の
盆
秉
に
安
心
し
ま
し
た
ご

四
日
し
て
か
ら
、
『
本
当
に
大
丈
夫
な
の
だ
う
っ

か
』
「
本
当
に
透
析
は
し
な
く
て
も
い
い
の
だ
ろ

う
か
’
-
　
ｏ
-
　
I
　
A
l
の
不
安
に
、
締
神
的
苦
痛
が
増

し
、
付
添
い
を
し
て
い
て
く
れ
た
主
人
・
妹
達
に

や
つ
あ
た
り
・
’
≒
そ
ん
な
姿
舎
兄
て
い
か
北

大
の
希
薄
婦
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
釧
路
に
帰
｛
て
き
た
の
は
三
月
の
中



旬
、
こ
ん
な
に
研
い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
や
は

り
経
過
が
大
事
と
い
今
こ
と
で
ご
人
院
し
て
い
て

も
仕
万
な
い
の
で
す
ご
二
ヶ
月
問
は
～
汪
の
拒
絶

反
応
、
六
ヶ
月
以
上
は
侵
性
の
拒
把
侃
応
と
い
う

こ
と
で
、
気
を
つ
け
ま
し
た
。

　

今
は
二
年
三
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
正
直
｡
＞
つ

て
、
今
で
も
私
は
不
涙
な
の
で
す
。
手
放
し
で
喜

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
「
い
つ
腎
臓

が
ダ
メ
に
な
る
だ
う
っ
：
」
・
「
ま
た
い
つ
透

　

私
は
五
年
間
の
慢
性
腎
炎
の
後
、
四
ヶ
月
間
の

入
院
乞
路
を
経
て
、
昭
和
六
十
二
年
十
片
よ
り
慢

性
腎
不
全
ど
な
り
、
透
析
治
原
恋
祐
に
入
り
ま
し

た
。

　

入
院
中
の
四
夕
月
は
、
極
度
の
食
銘
苓
迢
で
、

体
衷
£
八
十
三
㎏
か
ら
五
十
㎏
へ
十
絨
に
滅
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
の
透
析
仙
捧
冪
爵
え
た
後
に
。
食
事

が
お
い
し
く
食
べ
れ
た
こ
ａ
Ｗ
ｏ
い
ま
で
^
Ｊ
.
れ
ま

せ
ん
。

　

｀
ヨ
初
の
ブ
缶
｛
剛
は
週
一
一
回
通
玩
で
し
'

Ｓ
'
j
-
　
'
現

析
に
入
る
こ
と
に
な
る
だ
う
っ
：
’
・
と
、

　

そ
し
て
、
強
い
薬
の
た
め
、
ム
ー
ン
フ
ェ
イ
ス

に
な
石
は
、
髪
は
抜
け
る
し
。
ん
問
、
何
か
得
る

も
の
は
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
何
か
失
う
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
の
腎
臓
の
状
態
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
車
の

免
許
を
と
っ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
ご
Ｉ

ん
な
二
年
三
ヵ
月
で
、
現
状
を
維
侍
し
て
い
拿
Ｉ

　

私
か
今
田
心
ヽ
つ
こ
と
は
、
腎
登
録
は
徐
々
に
増
え

て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
死
体
腎
と
な
る
ｔ
こ
そ
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
状
泗
、
な
ん
と
か
、

道
内
で
も
ど
ん
ど
ん
状
お
い
か
進
ん
で
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
も
の
ヒ
忠
い
ま
す
ご
て
ん
な
'
■

｡
'”
"
■

に
も
、
腎
友
会
は
絶
吋
。
串
我
お
・
家
族
が
盛
り
Ｖ

'

て
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

－
―
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
―

釧
路
市
立
病
院

在
は
週
三
回
Ａ
.
Ｈ
＾
f
i
C
＾
ｆ
ｔ
ｆ
ｔ
し
た
。
出
来
れ
ば
長
ぐ
週

二
回
で
と
思
い
ま
し
か
が
、
体
調
が
お
も
わ
し
く

な
く
三
回
と
な
り
１
し
た
。
体
の
た
め
に
は
週
三

回
の
方
が
楽
で
良
い
斤
思
っ
て
お
り
ま
す
。
（
現

在
、
体
調
良
好
）

　

現
在
の
私
の
悩
み
は
貧
血
（
ヘ
ナ
ト
）
で
、
輸

血
を
し
て
も
１
ヶ
月
間
ぐ
ら
い
し
か
持
な
冤
苦

労
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
Ｉ
負
く
な
い
私
の
透
析
治
療
生
活
で
、
体

調
維
持
に
良
い
と
思
っ
こ
と
を
列
記
し
た
い
と
思

μ
＆
あ
ｔ
’
。

底
鷺
滓

四
十
マ

　

透
析
歴

Ｅ
‐

一
年
七
ヶ
・
目
。

｛
Ｄ
二
日
一
こ
回
の
う
が
い

　

風
邪
は
透
析
思
者
に
し
こ
夭
敵
で
す

　

・
Ｉ

　

い
（
薬
使
用
)
に
た
り
．
気
邪
に
か
か
り
に
…
…
ヽ

　

な
‐
ま
す
．

②
サ
ウ
ナ
風
呂
入
浴

　

サ
ウ
ナ
風
呂
（
銭
７
　
こ
あ
り
）
に
入
る
こ
’
几
に

　

よ
り
、
-
l
i
ｔ
よ
り
水
号
を
弘
匹
収
す
る
．
ご
’
‘
・

　

高
血
圧
刀
方
ぱ
陥
ソ
こ

ふ
■
i
＾
i
S
？
-
は
ゆ
フ
八
丿

　

食
事
は
ゆ
？
へ
り
、
．
・
λ
胴
ん
で
将
・
ヘ
八

　

ゲ

　

卵
が
少
し
で
乙
・
ゲ
ヘ
二
．
・
・
間
に
ヘ
ツ
ー
．
’
．
二

口



道
腎
協
沖
縄
旅
行
に
参
加
し
て

と
い
う
実
感
が
し
勺
．
う
路
の
花
壇
は
■
"

-
_
■
■
.
ド

カ
ス
が
咲
き
Ｉ
’
・
乱
れ
ノ
ニ
．
λ
幽
叫
北
今
ノ
ー
．
．

か
な
り
違
う
か
・
Ｌ
・
ｙ

　

・
≒
ホ
ー
一
・

い
て
一
休
み
し
て
≒
‘
頃
が
「
キ
Ｔ
Ｉ

を
探
検
し
て
こ
-
Ｈ
:

■

'
.＼
:
-
ｆ
.
.
で
出
勺
．
ゾ
．

　

ま
っ
た
く
万
．
で
ｉ

　
　

じ
て
い
る
『
ヤ
ヤ
・
≒
い

い
な
母
・
娘
か
．
・
・
・

　
　

・
≒

今
夜
の
食
事
は
．
皆
こ
そ
傾
海
せ
で
に
ヅ
．
・

’
Ｉ
と
い
う
ぶ
尹
で
六
・
に
、
し
イ
り
ら
バ
ス
ト

　

ー

沖
縄
の
道
路
ば
と
て
～
八
～
北
海
道
の
俳
。
ｆ

路
に
な
れ
て
い
る
已
Ｉ
ご
ン
ぷ
Ｉ
と
り
な
ぐ
曲
‐
．
．
へ
Ｉ

ｖ
'
び
に
ぷ
り
…
…
…
’
｝
…
ｔ
隅
‘
ｙ
あ
げ
て
い
ご

　

政
事
の
前
に
臼
戸
り
溺

　

．
‘
于
る

　

札
観
の
方
十
六
払
…
…
一
虹
町
・
二
名
、
り
『
に
・
Ｊ
・
．

△
名
、
え
り
も
町
・

　

・
石
．
伊
達
巾
こ
晋
、

釧
路
驚
イ
二
乱
ご
Ｕ
兄
八
市
△
名
、
旭
川
市
・

一
名
、
琵
別
'
■
i
E
-
　
■
　
1
　
-
J
i
-
i
．
‐
．
佃
竃
町
・
一
名
、
夕
張

市
・
一
乞
．
苫
前
町
■
　
:
　
J
.
Ｃ
'
以
上
二
十
名
で
す

　

透
析
ぼ
ば
、
皆
ご
ん
削
傅
冊
い
人
が
多
・
Ｉ
。
．
一
見

食
事
は
．
特
別
お
．
い
し
．
い
と
思
つ
物
は
何
」
・
よ
か

っ
た
プ
貧
事
後
、
沖
凹
め
踊
り
’
．
‐
売
幸
を

テ
Ｌ
ピ
で
見
て
い
八
詐
い
’
か
、
特
別
珍
し
べ
に
・
価

し
こ
り
八
時
過
ぎ
に
丁
一
～
ル
に
帰
る
ご
て
カ
・
ま

ま
寝
る
の
ば
も
｛
．
た
…
…
…
、
’
い
｛
‥
｛
．
ヽ
．
娘
豆
ざ
び
<
　
!

出
’
令
ｊ
に
寸
・
る
、

１
１

　
　
　
　
　
　
　

八
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
ｙ
渡
辺

　

嘉
久

　

透
析
歴
／
九
年
三
ヶ
月

四
月
十
日

　

ふ
７
日
は
一
一
ヶ
月
前
か
ゝ
ヴ
甲
し
込
ん
で
あ
る
道
腎
協
作
へ
、
娘
と
二
人

行
ぐ
た
め
夜
打
で
出
か
け
ｔ
ｏ
ｄ
だ
。
で
も
、
気
分
は
全
面
的
ル
ン
ル
ン
で
は
な
_
＞
そ
れ

は
持
病
の
腰
痛
が
気
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
婦
長
さ
ん
に
（
大
家
夭
だ
よ
:
;
　
Ａ
｡
)
i
^
i
W
y

れ
て
、
色
々
の
ク
ス
リ
キ
沢
山
も
ら
い
出
発
す
る
。

四
月
千
一
日

　

朝
六
時
す
ぎ
、
千
歳
空
港
に
着
ぐ
。
と
て
も
良

い
天
気
で
、
気
分
ぢ
す
っ
ぎ
呼
快
雅
７
脈
行
に
な

り
そ
っ
だ
ご
貧
ａ
は
、
一
泊
位
の
旅
行
し
か
行
っ

た
こ
と
が
な
い
私
に
は
、
五
泊
■
ｊ
y
泊
ま
る
-
Ｖ
ｆ
ｆ
ｉ
ｉ
-
つ

と
、
μ
子
が
に
ル
ン
ル
ン
気
分
だ
。

　

八
時
す
ぎ
に
一
行
一
千
島
か
そ
う
っ
。
九
時
二

十
分
、
始
め
で
飛
行
機
に
乗
＆
。
『
グ
グ
ー
』
と

上
に
あ
が
る
時
、
嶋
？
『
ウ
ワ
ー
い
や
な
気
分
』

と
云
っ
た
。

　

私
は
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ち
ょ
っ
と
長
く
し
た

位
だ
よ
」
な
ん
ち
ゃ
っ
て
強
が
り
を
云
う
。

　

羽
田
で
乗
ｌ
準
え
呑
時
、
ツ
ア
ー
の
方
か
ら
弁

当
齢
も
ら
っ
。
乗
っ
て
か
ら
食
べ
始
め
る
と
、
お

茶
が
出
て
き
た
。
そ
れ
か
’
ヴ
タ
し
過
ぎ
て
か
ら
、

機
内
食
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
る
。
コ
ー
ヒ
ー
つ

き
。
弁
当
を
食
べ
た
の
で
、
サ
ン
ド
イ
ヴ
チ
は
好

き
な
物
だ
け
に
す
る
Ｈ
'
の
後
、
ジ
ュ
ー
ス
は
い

か
が
で
す
か
と
回
っ
て
来
た
。

　

私
の
頭
の
中
で
、
休
専
計
が
く
る
く
る
回
春
感

じ
で
、
ジ
ュ
ー
ス
は
断
わ
る
、

　

ま
た
少
し
た
つ
と
、
氷
は
い
か
が
で
す
か
、
と

来
た
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
一
ｙ
‘
て
一
へ
Ｉ

『

　

後
で
間
い
た
の
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
が
去
年

も
遺
腎
Ｓ
の
に
’
仙
恂
旅
行
に
一
緒
に
行
っ
た
方
と
ヽ
Ｉ

透
析
思
者
の
事
を
す
こ
し
知
っ
て
い
弓
方
の
よ
う

で
し
た
。

　

二
時
頃
、
那
覇
空
港
に
着
ぐ
、
飛
行
機
を
下
り

て
一
番
先
に
目
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
ヤ
シ
の
木
だ
、
「
ウ
ワ
ー
本
物
だ
≒
。

　

ヤ
シ
の
本
を
見
て
、
沖
縄
に
本
当
に
き
た
の
だ



　

フ
ロ
ン
ト
で
Ｉ
"

　
＼
ｎ
　
I
か
良
い
所
は
な
い
か
、
聞

い
て
み
る
。
色
々
夢
″
じ
て
「
北
碓
坦
で
は
二
千

円
で
、
飲
み
放
題
■
ｍ
-
ぴ
皆
混
一
で
オ
ド
Ｋ
:
と
云
う

と
、
『
そ
ん
み
孝
巳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
゛
－
と
云
わ
れ

た
。
そ
れ
で
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
撒
え
て
も
ら
い
、

沖
縄
の
夜
の
町
予
母
・
婉
で
歩
く
…
…

　

餌
挺
か
道
暇
か
ド
ブ
臭
い
。
沖
縄
は
水
不
足
と

の
事
で
、
Ｌ
７
ご
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
収
わ
な
い
の
こ
瓦

れ
が
悪
ぐ
、
ド
ブ
臭
い
の
だ
な
・
・
と
思
・
１
日

頃
、
水
な
ど
廷
碓
し
て
使
っ
た
事
‥
？
ｇ
い
私
は
、

水
の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み
思
っ
。

　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
着
く
と
、
五
人
の
男
性
と
一

人
の
外
本
耳
性
が
。
日
ｙ
鬘
あ
・
る
ト
キ
を
ブ
ル
ー

の
ス
ー
ツ
を
着
て
唄
っ
て
い
た
。
一
時
間
半
位
い

る
と
、
夜
行
で
あ
ま
ｙ
掻
て
い
な
か
っ
た
の
で
眠

く
な
t
-
Ｑ
"
母
・
娘
で
、
今
日
は
良
ぐ
遊
ん
だ
ね
・

四
月
十
二
日

　

今
日
は
、
観
光
ハ
ス
に
鼎
石
臼
だ
、
ホ
テ
ル
を

九
時
出
発
t
>
天
気
も
い
い
し
、
休
調
も
よ
し
・
・

ル
ン
ル
ン
・

一
番
先
に
行
っ
た
の
は
旧
海

軍
指
令
部
壕
。
こ
れ
は
詮
の
防
空
壕
だ
e
地
下
<
i
r
J

堀
り
、
会
蹟
室
と
か
色
々
柿
石
れ
て
い
た
と
か
。

小
学
三
年
生
の
時
、
終
戦
を
迎
え
た
私
は
、
昔
を

思
い
出
す
。
学
校
と
、
自
分
の
家
に
は
、
み
な
防

窃
環
か
掘
ら
れ
、
学
校
で
は
、
よ
ぐ
凌
晋
訓
練
で

防
空
壕
に
入
っ
た
も
の
で
し
た
・
・
・
。
地
下
に

お
り
た
だ
け
、
帰
り
は
階
尽
ｒ
登
る
。
『
行
き
は

よ
い
よ
い
帰
り
は
つ
ら
い
：
■
　
Ｉ
。

　

次
は
、
守
礼
の
門
・
・
首
里
蔵
跡
・
・
ひ
め
ゆ

り
の
塔
。
途
中
食
事
を
し
て
、
最
後
に
『
玉
泉
洞
』

と
い
う
迦
履
だ
。
こ
れ
は
が
ぞ
ド
さ
ん
が
「
帰
り

は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
心

し
て
入
っ
て
下
き
い
」
と
い
う
。
入
っ
て
み
る
と
、

階
§
が
拙
ア
に
向
か
っ
て
か
な
り
き
つ
く
、
じ
め
’

じ
め
レ
ｒ
し
て
、
よ
く
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
の
あ
石

洞
窟
ど
同
じ
だ
、
歩
く
と
こ
ろ
は
板
で
作
ら
れ
、

薄
暗
い
電
気
が
つ
い
て
い
る
。
水
が
流
れ
、
翻
ｉ

で
泳
い
で
い
る
。
時
々
、
上
か
ら
『
し
ず
く
こ

体
に
当
た
る
。
枯
積
長
い
洞
窟
で
、
三
十
分
以
上

は
歩
い
た
よ
。
フ
だ
、
外
に
出
る
と
、
太
陽
の
脊
が

ま
ぶ
し
’
り
や
は
り
外
は
い
い
な
：
と
、
太
陽

’
の
あ
り
が
た
さ
を
、
ま
た
、
し
み
じ
と
思
っ
。
こ

れ
で
、
今
日
の
観
嵩
は
隷
ｙ
わ
り
。
三
時
よ
り
透
析

を
す
る
た
め
、
病
院
へ
向
か
っ
e

　

病
院
は
、
ベ
ワ
ト
で
な
ぐ
椅
子
で
、
向
か
い
合

っ
て
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

針
さ
し
が
皆
終
わ
る
と
ジ

ら
来
た
方
が
、
沖
縄
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
、
冬

の
し
ば
れ
＾
c
?
^
^
i
:
ｓ
t
V
i
:
£
[
め
ま
し
た
。
私
は
抱
行
の
疲

れ
も
あ
り
、
そ
の
話
を
子
守
唄
が
わ
り
に
眠
り
、

食
事
の
後
む
ス
・
ｉ
’
バ
眠
り
、
阻
が
さ
め
る
と

透
析
は
幣
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
帰
る
と
、
娘
が
『
ほ
さ
ん
恢
れ
て
い

る
か
い
』
と
い
う
。
『
透
析
で
寝
た
の
で
、
元
気

・
元
気
・
…
こ
そ
れ
で
、
二
人
で
ホ
テ
ル

の
ス
ナ
ッ
ク
え
町
ぐ
。

　

飲
ん
だ
事
の
な
い
飲
物
を
取
り
、
沖
縄
の
夜
景

を
眺
め
て
今
日
も
遊
ん
だ
ね
・
・
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
次
号
に
つ
づ
く
ソ

４
虎
の
が
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．
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浪
□
し
ょ
う
ゆ
芦
薄
口
し
ょ
う

ゆ
、
塩
分
濃
罵
？
高
い
の
は
、
さ

て
ざ
り
ら
で
し
ょ
う
・
・
？
？

　

濃
□
し
ょ
う
ゆ
の
塩
分
濃
度
が

十
五
％
な
の
に
対
し
、
薄
□
し
ょ

う
ゆ
は
十
七
～
二
十
％
で
す
か
ら
、

薄
口
し
ょ
う
ゆ
の
方
が
塩
吟
紗
多
い
の
で
す
。

も
し
塩
分
ｉ
琢
え
る
の
で
し
た
ら
滅
塩
し
ょ
う
ゆ

を
ど
Ｉ
入
れ
る
べ
き
で
、
塩
分
濃
度
は
八
～
九
％

ど
な
ひ
、
、
濃
口
し
ょ
う
ゆ
の
半
分
位
の
塩
分
濃

度
に
お
さ
ｌ
ｉ
’
が
出
釆
ま
す
。

　

濃
口
し
ょ
ｙ
ゆ
Ｉ
ハ
ｇ
で
塩
分
一
ｇ
に
相
当
し
ま

す
が
、
減
塩
し
ょ
う
ゆ
嘔
十
ｇ
で
塩
分
一
ｇ
に
唱

当
ト
ー
す
。

　

健
康
の
た
め
酸
性
食
品
よ
Ｉ
ア

ル
ウ
リ
性
食
口
叩
を
と
っ
た
方
が
良

い
と
い
う
政
覗
ひ
あ
り
ま
す
が
、

キ
ョ
・
’
？
？

　

食
品
を
二
つ
に
だ
け
分
酋
守
名

方
＆
で
、
食
品
中
の
尽
分
の
水
溶

漉
か
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
も
の
を

ア
ル
カ
リ
食
品
、
酸
性
ぞ
示
す
も
の
を
酸
性
食
品

と
呼
び
劣
ｙ

　

ア
ル
カ
リ
性
食
品
は
野
菜
・
果
物
・
牛
乳
―
海

草
類
、
酸
性
食
品
は
肉
類
・
卵
・
魚
介
鎖
・
油
脂

・
殼
物
等
で
す
。

　

血
液
に
は
緩
衝
作
用
が
お
り
、
酸
や
ア
ル
カ
リ

が
入
っ
て
き
て
も
中
和
し
、
た
ヽ
ふ
み
ア
ル
カ
リ

性
を
保
つ
ぶ
っ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
酪
罹
｝
賞
品

を
多
ぐ
摂
取
し
て
も
体
に
悪
い
と
い
ヽ
１
’
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
と
い

う
奮
喋
で
は
良
い
で
し
ょ
う
。

　

食
物
繊
維
を
食
べ
る
と
回
政
を

治
し
、
大
腸
ガ
ン
忿
予
防
す
る
っ

て
本
当
：
？
？

　

食
物
柳
廻
と
は
『
す
じ
っ
ぽ
I
＞
　
i

「
消
化
さ
れ
Ｔ
'
S
S
'
内
を
素
通
り
」

ｔ
名
だ
け
で
、
消
化
醇
素
の
働
ぎ

を
受
け
な
い
も
の
で
す
か
、
消
化
さ
れ
に
ぐ
ぐ
吸

収
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
便
の
量
を
増
し
倖
政
答

治
し
た
り
、
有
Ｗ
物
質
ぶ
鴎
斬
曝
一
に
ふ
れ
て
い
る

時
間
を
短
く
し
て
Ｉ
堤
鴛
昼
て
し
尽
つ
の
で
大

腸
ガ
ン
の
予
防
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

ま
ぺ
・
阻
甲
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
を
抑
制
ず

る
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
．

　

ふ
つ
う
食
事
で
は
十
五
ｇ
の
食
物
禅
穫
が
摂
取

出
来
ま
す
が
便
秘
Ｔ
防
に
に
～
十
ｇ
必
．
要
・
と
い

わ
れ
て
い
ま
す

　
　

（
ち
な
み
に
ご
．
ニ
ー
ユ
よ
・
べ
．
（
‐
．
小
で
に
石
で

　
　

の
ｉ
認
惣
？
億
？
ツ
ー
、
一
戸
リ
ニ
．
・
．
‘
ふ
へ
）

　

塩
１
　
　
乙
当
こ
心
て
と
祐
ら
い

ま
す
、
臭
水
が
良
い
：
？

そ
れ
と
八
碓
氷
で
す
か
：
？
？

　

真
ベ
ム
ー
飛
ぶ
ざ
つ
回
乙
と
、
表

面
の
鳩
だ
け
ど
ん
ど
ん
溶
け
出
し

て
ご
ｉ
・
ま
豚
の
畷
分
か
汽
げ
、
水

つ
ぽ
く
な
り
ま
す
が
。
約
ご
Ｉ
五
ち
の
塩
水
に
つ

け
た
方
は
水
う
ぽ
く
な
ｙ
’
。
魚
の
内
一
乱
に
し
み
込

ん
だ
鳩
ぢ
ジ
ワ
ジ
ワ
と
・
迎
え
出
し
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
ノ
艮
時
問
た
つ
と
魚
の
塩
分
で
水
の
塩
分

濃
鷹
か
増
子
・
の
・
で
、
　
　
久
　
　
　
時
間
位
と
し
ま
す
。
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｜

ダ ま
る
ひ
ら
ラ
ー
メ
ン

　

釧
路
匝
晋
背
ハ
の
Ｉ

　
　
　

Ｔ
四
Ｔ
七
二
三
三

　

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
八
脚
ぐ
ら
い
と
小
上
が

り
が
二
つ
テ
ー
ブ
ル
あ
o
'
昼
時
な
ど
以
罪
ち
待

ち
の
方
が
い
る
ほ
ど
で
す
。
駐
車
場
が
店
の
前
に

三
台
と
、
向
い
の
方
に
ナ
台
ほ
ど
正
め
る
こ
と
が

で
ｔ
ｌ
す
。

　

創
業
４
百
く
、
昭
和
二
千
四
忽
九
月
だ
そ
つ
で

す
。
今
、
き
り
も
り
（
禄
酉
）
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
ご
代
目
の
方
が
引
き
継
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
二
十
九
日
に
新
装
開
唐
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
店
内
は
明
る
く
広
く
、
前
よ
り
は
ゆ
っ

た
り
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
倅
旧
・
塩

の
一
覆
類
だ
け
で
、
普
通
・
四
亘
円
、
大
盛
・
四

百
五
十
円
、
特
大
・
五
百
円
Ａ
.
Ｈ
Ｃ
る
。
特
大
は
二

食
分
あ
o
'
大
変
食
べ
ご
た
え
が
あ
４
ぷ
皐
ｙ
。
ま

た
。
メ
ン
の
か
た
さ
、
ス
ー
プ
の
濃
さ
を
雨
し
出

る
と
。
や
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん
が
薄
味
に
し
て
く

れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。
ス
ー
プ
は
カ
ツ

オ
だ
し
で
ア
ッ
サ
‐
じ
て
お
り
ま
す
。

　

定
休
日
は
毎
週
水
曜
日
に
な
っ
て
お
昨
ま
す
。

営
業
時
間
は
翻
干
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
で
す
。
ま

た
、
出
前
Ｕ
あ
ｌ
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
‐
‐
１
－
－
－
1
1
1
1
1
1
－
－

【
御
寄
附
一

　

ま
る
ひ
ら
ラ
ー
メ
ン
店
を
経
営
し
て
い
る
ぷ
野
さ
ん
よ
り
釧
路
腎
友
会
に
冨
け
金
を
噴
き
ま
し
た
。

　

二
十
数
年
前
に
息
子
さ
ん
が
腎
臓
を
悪
く
さ
れ
（
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
）
、
道
立
病
院
内
に
院
内
学
級
を

作
ろ
う
と
し
て
輦
人
が
集
ま
り
、
会
を
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
・
了
が
ご
ヤ
枇
ｌ
大
き
く
な
り
、
会
も
自

撚
詞
絨
し
て
、
集
め
ら
れ
て
い
た
会
費
を
今
回
、
釧
路
腎
友
会
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
夫
婦
は
、
悪
子
さ
ん
を
か
か
え
色
々
な
苦
労
を
し
な
が
ら
、
病
気
ど
戦
い
、
明
日
へ
の

希
望
を
も
っ
て
爾
張
っ
て
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
、
悪
子
さ
ん
が
病
気
に
負
け
ず
、
元
気
に
生
活
出
来
ま
す
よ
う
、
祈
八
谷
い
と
忿
い
ま
す
、

界
ん
な
耕
言

　

斗
若
砲
’

　
　

に
４
　
子
が

ｒ
Ｉ

日･時なとば樟日事務廸縛で

ぷ匍弓ｔし喜言･ｎで.徊呑ヤFｔl。

味･今わ｀う岑くなどして.体調咆

　

整えてあ･くｊうヒしましょうｊ

１２
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４月号

　　

『

　

クロスワードクイズの解答

トナリノムスメ』

当遷曼丿昔

佐々木

　

由紀子（市立病院）

永

　

田

　

耕三郎（

　

/j

　

）

佐藤征一郎（

　

1/

　

）

小島

　

タキ子（

　

II

　

）

木

　

口

　

八重子（林田クリ）

鈴木恭子（

　

μ

　

）

今井伸子（

　

)l

　

）

藤原一文（協立病院〉

波佐谷純考（厚岸病院）

高野美智子（

　

)l　j

以上１０名の方、おめでとうございます。

○下記応募用紙に答えを記入し、下記編

　

集部まで‥

　

正解者の中から抽選で、１０名様に記

　

念晶を贈ります。

○正解、当選発表は８月号で

○締切は、７月２２日（土〉必着

○宛先は、釧路市新富町１－７

　　　　　

林田クリニック内

　

釧路地方腎友会編集部まで。

氏
名

句
院
名

ロ
ロ
づ

答

ぐ
Ｉ
ん
と
ラ
ク

に
な
る
。

　

ヒ
ン
ト

ー

　
　

－
－
－

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
ナ
を
一
文
字
ず
つ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
ロ
ー
マ
字

の
あ
る
マ
ス
の
七
又
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
な
ぐ
と
、
答
え
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。

　

解
き
方

－

　
　

－
－
‐
－

‘Challenge

1
１
陥
碧
ト
ラ
ペ

　
　
　

ク
ロ
ス

嘲
″
一

－
ド
ー

圖ワ･ル

1/X ２ ３ ４ ー ５ ６

ヤ
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９
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Ｉ

10

　　F

・ 11 12 ‐ 力・
13 14

ル■
i5

０

11ク Ｉ 17 18

Ｇ
圖

19

Ｅ
Ｉ ％ ‐ 21
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22

ａ

一

　

－
４Ｓ嘸謔警彗

⑩外ＳＳ品のこと。

⑤吝は皿を出しながら走つたも

　

ので7r。

⑦ふるさとをなつがし＜思う心

　

です。

○ゆかたがけで「民謡のｰ」

　

にaういでください。

０お店の従業員。’

０パジャマの上などに着る。

○ヒマラヤ山脈の中央部にある

　

U』。

　　　　　　　　　

2ゝ

　

I’
⑩刄人はその楊でｰされた。

⑩ツキノワもいます。

○フロ震の煙只をｰに歩いて

　

きてください。

○米のご飯のこと。

＠今のSil県、金沢などのある

　

あたり。

＠英語で、ありがとう。

②
昔
し
み
'
　
ａ
み
で
す
。

＠
米
ネ
バ
ダ
州
に
あ
つ
て
賭
博
の
本

　

場
。
こ
こ
で
は
順
一
の
手
饒
き
も

　

簡
単
。
゛

＠
カ
マ
ポ
コ
の
吸
ぷ
と
ん
。

⑤
や
る
こ
と
、
い
う
こ
と
な
ど
が
、

　

と
に
か
く
変
わ
っ
て
い
る
人
。

⑤
プ
レ
イ
ポ
ー
ル
、
キ
ッ
ク
オ
フ
な

　

ど
が
そ
の
合
い
図
。

　
　
　
　
　
　
　

－
‐

　
　
　
　
　
　
　

’
―
‐
！

遍
蓼
最
嚇

　
　
　
　
　
　
　

ｊ
１
１

⑥
「
男
命
！
み
可
じ
の
糸
に
」
と
歌

　

う
歌
で
７
．

０
死
ん
だ
人
が
ｌ
ｉ
に
立
っ
て
、
お

　

告
げ
竜
す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

ｃ
―
Ｖ
ワ
シ
。
干
物
な
ど
で
ゐ
な

　

じ
み
で
す
。

＠
あ
い
つ
は
新
米
の
く
せ
に
、
－

　

な
こ
と
ぱ
刀
り
い
う
ね
。

０
渋
い
カ
キ
は
こ
う
k
＞
ｃ
ぱ
い
い
ね

　

で
す
よ
。

０

I
杯
、
持
つ
た
な
し
。

＠
７
４
、
チ
ョ
キ
'

a

１ り

ご）
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ＩＩ

丿
平
４
字
宦
度
の
「
た
ん
ち
ょ
う
に
編
集
委

為
冨
決
ま
り
、
沃
勤
し
始
め
ま
し
た
。

橿
成
じ
、
惜
稚
み
の
左
読
み
か
な
、
新
た

に
縦
組
み
の
右
読
み
に
し
て
み
ま
し
た
。

「
た
ん
ち
ょ
う
」
の
タ
イ
ト
ル
も
一
新
。

表
紙
の
カ
ヴ
ト
も
一
人
一
人
に
担
当
し
て
も

ら
い
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い
う
な
カ
ッ
ト
が

見
ら
れ
る
な
り
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
、

そ
の
編
集
膏
貝
を
紹
介
し
ま
す
。

命
井
苗
毯
（
市
立
）
―
東
哲
司
（
市
一
芒

外
崎
芳
江
（
市
立
）
・
木
村
俊
（
市
立
）

忠
村
貌
（
林
田
）
・
今
井
卵
子
｛
林
田
｝

花
輪
邦
子
（
日
赤
）
『
１
岡
久
雄
（
日
赤
）

以
上
八
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
こ
れ
か
ら
一
年
、

皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

機
関
紙
を
作
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
で
な
い
４

不
慣
れ
な
私
達
が
作
る
「
た
ん
ち
ょ
う
」

で
す
。
行
麦
腐
か
ひ
い
ぶ
ぶ
多
々
あ
る
か
と

思
い
・
三
二
？
よ
ろ
し
く
お
噸
い
し
ま
す
Ｉ
。

尚
、
「
た
ん
ち
ょ
ヽ
ク
に
関
」
・
ふ
ご
意

見
・
ご
希
望
が
あ
り
ｉ
し
た
ら
ご
画
集
部
ま

で
ご
一
報
下
さ
れ
″
堵
羊
い
～
‐
子
＊

ト１

会
費
は
腎
が
会
小
活
動
資
金
で
酋
．
早
目
に
舶
め
ま
し
ょ
う
が

◆新会員◆

阿部隆吉（協立病院）４月より会員

山田セツ子（釧路市立）６月より会員

藤田典雄（釧路市立）６月より会員

◆新患者◆

志田恒雄

一死亡◆

岸考子（日赤病院）

平成元年４月１８日死亡

横山光子（釧路市立）

平成元年５月２７日死亡

釧路市

山田セツ子

釧路市

藤田典雄

釧路市

及川淑子
○

釧路郡

有岡砂智子

釧路市

携μ
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